
例会予定

ＳＨ Ｉ Ｂ ＥＴＳＵ ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ Ｄ Ｉ Ｓ ＴＲ Ｉ ＣＴ ２５００ Ｊ ＡＰ ＡＮ

士別ロータリークラブ会報
創立 １９６０・３・２４ ＲＩ第 ２５００ 地区 Vol. 20 No. 2837

第２９２６回例会 ２０２３年 １２月 １１日

・夜間例会・ファミリ－パ－ティ

司 会
斉 唱
本 日 の 出 席
本 日 の 欠 席

ニコニコBOX

志村孝幸 会場監督
国家斉唱・奉仕の理想
会員 43人中 出席者 28人 出席率 65.12％
生田真至・榎本實男・大橋直幸・片庭隆暁・加藤博・川東久聖・國森和麿
近藤峯世・田中道也・奈良康弘・深尾幸夫・法邑和浩・前田孝幸・宮崎隆雄
山本政史

福島和秀会員（誕生祝い）
佐藤元保会員（誕生祝い）

谷村一文会員（誕生祝い）★★★★★

累計 242,000円

● 12月 4日(月) 普通例会・理事会

● 12月 11日(月) 夜間例会・ファミリ－パ－ティ

● 12月 18日(月) 普通例会

● 12月 25日(月) 特別休会

● 1月 1日(月) 休会（元日）

● 1月 8日(月) 休会（成人の日）

● 1月 15日(月) 普通例会・理事会

● 1月 22日(月) 普通例会
● 1月 29日(月) 夜間例会

■ [家族月間] ■ [職業奉仕月間]

今日のプログラム

前回 （12月４日） の記録 ・普通例会・年次総会・理事会

■会 長／菊地 昭通

■副会長／山下 卓己

■幹 事／福島 和秀

■例会場／士別グランドホテル

■例会日／毎週月曜日 12:10～13:00

２500地区ホームページ http://rid2500.jp/

士別ＲＣ http://www.douhoku.jp/sibeturc/

2023-2024年度ＲＩ第2500地区テーマ
ガバナー鶴見誠一郎

今こそ変わる勇気を！さぁ、一歩前へ

2023－2024年度国際ロータリーのテーマ
202３-202４年度ＲＩ会長 ゴ－ドンR.マッキナリ－

ＲＩホームページ https://www.rotary.org

2023－2024年度士別ロータリ-スロ－ガン

【勇気ある行動で友情と奉仕の実践へ】

～ Let'ｓ bigin ～



■会務報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・菊地 昭通会長

今月のロータリー月間は、疾病予防と治療となってい

ます。

疾病予防に関しては、昨今(WHO)世界保健機構によ

ると、２０１９年の世界の死因トップ１０のうち、心血管疾

患、糖尿病、認知症、がんなどの非伝染性疾患が七つ

を占めました。毎年、３０～６９歳の１,５００万人以上が

非伝染性疾患のために死亡しており、その内８５%が

低・中所得国で発生しています。

伝染病による死亡率は世界的に減少しているものの、

低・中所得国では依然として課題となっています。ポリ

オの根絶は目前に迫っていますが、結核、HIV/AID

S、マラリアなどの伝染は、これらの国で依然として主

要な死因となっており、進展もあまり見られないまま

であるとの報告もあります。

また、WHOによると１０億人がデング熱、ジャーガス病、

睡眠病、河川盲目症等などの「顧みられない熱帯病」

に罹患しています。

ロータリーの活動としては、地元の医療従事者やヘル

スワーカーへの研修を実施する。ワクチンで予防可能

な疾病の予防接種を支援する。どのように疾病が拡

大するかを説明し、感染のリスクを低減する方法を促

進する健康教育プログラムを支援する。不健康な食

事、運動不足、タバコやアルコールなどの有害物質の

使用など、習慣の改善に取り組むための活動を実施

するなどの行動を推進しています。

次に治療における医療サービスに関しては、国連によ

ると基本的な医療サービスを利用できるのは世界人

口の半数以下です。新型コロナウイルスの流行、自然

災害、紛争などの大規模な混乱は、医療従事者、施設、

その他のサービスへのアクセスを低下させ、伝染病や

非伝染病の予防における数十年の改善を覆す可能性

があります。人口１万人あたりの医師数が１０人未満の

国が全体の４０%以上、また人口１万人あたりの看護

師・助産師数が４０人未満の国は５５%以上となって

います。主に発展途上国では、１,８００万人の医療従

事者が追加で必要とされています。

ロータリーの活動としては、奨学金、給付金、表彰を

通して医療従事者の継続的な教育・研修を支援する。

健康管理のパートナーとして人びとを参加させる医療

アプローチを採用し、既存の医療サービスの質を向上

させる。十分な医療サービスを利用できない地域に対

し、安価な医療サービスへのアクセスを拡大するプロ

ジェクトを支援するなどの行動を推進しています。

■語句説明

「デング熱」

デング熱とは、デングウイルスに感染することで発熱、

筋肉痛、発疹など呈する病気です。多くは１週間ほど

で自然に治りますが、まれに自然治癒せずデング出血

熱と呼ばれる重い病気を発症する例もあります。

「ジャーガス病」

寄生原虫のクルーズトリパノソーマを病原体としてラ

テンアメリカやカリブ諸国ま蔓延するサシガメという

昆虫に媒介されて感染する病気です。感染後発症し

ない場合もあるため「沈黙の病気」とも呼ばれていま

すが放置していると突然死に至ることもあります。

「睡眠病」

睡眠病は、ツェツェバエが媒介する寄生性原虫トリ

パノソーマによって引き起こされる人獣共通感染症で

ある。病状が進行すると睡眠周期が乱れもうろうとし

た状態になり、さらに昏睡して死に至る疾患であり、こ

れが名前の由来となっている。睡眠病、眠り病、アフリ

カトリパノソーマ症とも呼ばれている。

アフリカのサハラ以南３６か国６千万人の居住する領

域における風土病で、感染者は５万人から７万人と推

計されている。症例の８０%以上はコンゴ民主共和国

で発生していて、顧みられない熱帯病のひとつである。

「河川盲目症」

オンコセルカ症は、河川盲目症としても知られ、回旋

系状虫によって引き起こされるフィラリア感染症であ

る。感染者の９９%以上はアフリカ３１か国に暮らして

いるが、ラテンアメリカの一部地域にも感染者がいる。

症状はひどいかゆみ、皮下のこぶ、失明であり感染に

よる失明ではトラコーマに次いで多い原因になってい

る。WHO(世界保健機構)による顧みられない熱帯病

２０疾患のひとつである。２０１７年に、少なくとも２億２

０００万人がオンコセルカ症の予防療法を必要とし、感

染者のうち１４６０万人が皮膚疾患を持ち、１１５万人が

視力障害を抱えている推定される。イベルメクチンの

年１-２回の集団投与(MDAと呼ばれる)は、オンコセ

ルカ症撲滅の核となる戦略であり、米製薬メルクから

「メクチザン」のブランド名で無償提供されている。数

十年にわたる撲滅活動により、オンコセルカ症の撲滅

が確認された国はコロンビア(2013年)、エクアドル

(2014年)、メキシコ(2015年)、グラテマラ(2016年)

の４か国である。

原因としては、回旋系状虫を病原体にし、感染した

シムリウム属のブユに繰り返し咬まれることで伝染す



■幹事報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・福島 和秀 幹事

1. 今月のロータリーレートは1ドル147円となっ

ております。

2. 次回の例会１２月１１日はファミリーパーティー と

なり、夜間例会になっておりますのでよろ しくお願

いいたします。

3. シンガポールでの国際大会の案内が届いてい

ます。閲覧ファイルに閉じておきますのでご 確認く

ださい。

4. 本日の例会終了後に理事会を開催しますので、

理事役員の皆様は出席いただきますようお願 い

いたします。

【年次総会】

・議長 菊地 昭通会長

（クラブ会則第4条第1節に従う）

・定数報告 出席率８３．３３％で成立

・役員の選出

（クラブ会則第3条1節に従う）

なお、次年度会長（会長エレクト）は谷温恵会員

役員選出は、会長ノミニ－、副会長、幹事、会計、

会場監督

・北村浩史 指名選考委員会委員長

【次年度役員】候補者発表

会長ノミニ－：但木行久会員

副会長 :但木行久会員

幹事 ：近井孝義会員

会計 ：田中洋和会員

会場監督 :谷村一文会員

・採決＝承認

≪谷温恵エレクトあいさつ≫

士別ロータリークラブ６５代、２０２４－２０２５年度の会

長就任に向けて、会員の皆様にご挨拶申し上げます。

歴代会長の皆様の尊敬すべきご尽力、そして菊地会

長のコロナ禍明けのリーダーシップを目の当たりにし

ながら、半年後に引き継ぐ大役に責任を感じながら過

ごす毎日であります。

しかしながら、今日、この場に立つことを思う時に、こ

れまでのたくさんのロータリークラブの友情を感じる

出来事が溢れ出してきました。

入会勧誘の時、初めての卓話やロータリー雑誌への

原稿を書いた時、IMの発表者になった時、50周年式

典の司会を担った時、はじめての委員長職や60周年

の際の副会長職等、何をするにもわからない私にい

つも先輩方は、「いいんだよ、いいんだよ。」「やってご

らん。」と笑顔で励まして下さいました。

また、上手くいかずに悔やむ時にも同じ笑顔で「いい

んだよ、いいんだよ。」と変わらない笑顔で認めて下さ

る皆様にお力をいただきながらの今日であることに感

謝するばかりです。

私のできることは大変小さいのですが、これらの出来

事を胸に、そして一つひとつの時に丁寧に向き合いな

がら、菊地会長からのバトンをしっかり受け取れるよう、

すすむべき道に向かって準備に努めたく存じます。

今後共、皆様の温かいご指導、ご支援ご協力を心より

お願い申し上げ、会長エレクトとしての挨拶と致します。

どうぞ、よろしくお願い致します。

お誕生日おめでとうございます！

（佐藤元保会員・谷村会員・福島会員）


